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2．積極的に死なせることも許容されるか？   
患者を死ぬままにすることは容認されるとしても、医師が直接に手をFして  
－57一   
死なせることにわれわれは強い抵抗を感じる。「一見、人を死ぬにまかせること  
と積極的に殺すことの間には大きな道徳的違いがあると感じられる。しかしこ  
























































ものである。   
こちらは重要な問題である。生命尊重の原則やそれに付随する感情は我利こ  












安楽死そのものは許容されるとしても、それを単純に我々の 一般的な原則とし  
















こそが、心理的すべり坂に対しても歯止めになると考えられる。   
以上、成人患者が非常に苦しんでおり、当人が安楽死を望んでいる場合には、  
－60－   
厳しい条件のもとで安楽死を許容することは可能に思われる。  
4．障害を負った新生児を死なせることも許されるだろうか？   
それでは、障害を負った新生児を死なせることも許されるだろうか。これを  






























































4．2新生児は置き換え可能か？   
それでは、新生児の障害がそれほど重くない場合に関するシンガーの議論は  
どうか。この間題点がシンガーを悩ませている「置き換え可能惟」に関わるも  
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ことである。   
しばしば功利ヒ義の批判に用いられる議論を使えば、ある無実の人を死なせ  
































たものになりそうである。   
結論としてシンガーの（a）の議論は非常に限られた範囲で受け入れることが  
14）文献3、特に第2章。  





















（えぐち さとし 京都大学文学部研修員）  
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